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研究要旨 

脳由来神経栄養因子である BDNF は精神科領域、特にうつ病患者の反応性低下や治療薬に

対する薬剤性反応との関連が報告されるなど、神経系細胞の存続および維持と密接に関係

し、高次脳機能と関連するとされる。特に、小児科領域では、乳幼児期脳障害の neurotrophin

としての作用が検討されている。今回、インフルエンザ脳症を含む小児枢神経感染症での

検討を行った。細菌性髄膜炎では早期に血清及び髄液 BDNF が上昇。コントロール群での血

清 BDNF は低年齢で高く、また髄液中ではほぼ感度以下であった。中枢神経感染症罹患時に、

BDNF 値をモニタリングすることは診断あるいは疾患の鑑別の一助となる可能性があるが、

その予後改善との関連は見いだせなかった。これらの結果は、おそらくは BDNF は低濃度で

はアポトーシスを誘導し、高濃度では神経可塑性に働くことと関連すると推測される。 

 

 

Ａ．研究目的 

インフルエンザ脳症の予後改善のための

治療法として、サイトカイン、フリーラジ

カルをターゲットとした各種の特殊治療が

試みられ、死亡率は減少し一定の効果をあ

げ、死亡例は明らかに減少した。しかし、

未だに後遺症を残す例は少なくない。今回

インフルエンザ脳症を含めた中枢神経感染

症における後遺症と、神経細胞の可塑性に

関 与 す る 脳 由 来 神 経 栄 養 因 子

（Brain-derived neurotrofic factor、以

下 BDNF と略）との関連について検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

対象期間は 2006 年 1月～2010 年 12 月ま

での 5 年間で、当院に入院した中枢神経感

染疾患に罹患した患児 42 例の血清及び髄

液 BDNF を測定した。測定検体の採取は、入

院初日に行った。コントロール群では、血

清検体は非炎症性疾患にて入院もしくは定

期外来に通院中の患児 108 例（45.1 ± 46.4

か月）、また髄液検体は非中枢神経疾患にて

入院した患児 38 例（34.9 ± 44.1 か月）

とした。対象疾患の内訳は、髄膜炎群：18

例（細菌性：6例、ウィルス性：12 例）、急

性脳症群：24 例である。これら対象群の髄

液および血清濃度を ELISA 法で用いて測定

した。 

（倫理面への配慮） 

東京医科大学倫理委員会の承認を得て行

った。 

Ｃ．研究結果 

コントロール群での血清 BDNF 値は

9299.5 ± 6413 ng/dl であった。次に髄液



検体でのコントロール群は、38 例中 31 例

（82％）が感度以下であり、25.7± 34.2 

ng/dl であった。髄膜炎群は、細菌性では 6

例中全例で髄液中 BDNF は上昇していた

（270±113 ng/dl）。ウィルス性は、髄液

BDNF は 39.7±31.8 ng/dl で、12 例中 6 例

（50％）は感度以下であった。急性脳症群

は、57.9±27.0 ng/dlで 24例中11例（46％）

が感度以下であった。血清 BDNF はコントロ

ール群と比較すると、細菌性髄膜炎群は 6

例全例で上昇しており（18268.3±5313.2 

ng/dl）、またウィルス性髄膜炎群では 12 例

中 10 例 （ 83 ％ ） で 上 昇 し て い た

（13700.9±4989.3 ng/dl）。また急性脳症

群では 24 例中 19 例（81％）でコントロー

ル群より上昇していた（13077.6±4218.9 

ng/dl）。髄膜炎群の 2 群を比較すると細菌

性はウィルス性より有意に上昇していた。 

一方、急性脳症において予後との検討を

行ったが、BDNF高値ほど予後不良であった。 

 

Ｄ．考察 

BDNF は精神科領域、特にうつ病患者の反

応性低下や治療薬に対する薬剤性反応との

関連が報告されてきている。BDNF は神経系

細胞の存続および維持と密接に関係し、高

次脳機能と関連するとされ、小児科領域で

は、乳幼児期脳障害の neurotrophin として

の作用（特に自閉症、レット症候群および

外傷性脳損傷等）が検討されている。 

中枢神経感染症、特に細菌性髄膜炎では

早期に血清及び髄液 BDNF が上昇していた。

コントロール群での血清 BDNF は低年齢で

高く、また髄液中ではほぼ感度以下であっ

た。中枢神経感染症罹患時に、BDNF 値をモ

ニタリングすることは診断あるいは疾患の

鑑別の一助となる可能性があるが、その予

後改善との関連は見いだせなかった。これ

らの結果は、おそらくは BDNF は低濃度では

アポトーシスを誘導し、高濃度では神経可

塑性に役立つことと関連すると推測された。 

 

Ｅ．結論 

BDNF の予後との関連は明確でなかったが、

中枢神経感染症、特に細菌性髄膜炎では早

期に血清及び髄液 BDNF が上昇する。中枢神

経感染症罹患時に、BDNF 値をモニタリング

することは診断あるいは疾患の鑑別の一助

となる可能性がある。 
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